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１．はじめに 

国土交通省が実施している仙台湾南部海岸堤防復旧事業では、海岸堤防

を構築するため、築堤材、岩ズリ、捨石、割栗石、砕石の土石材量を多量

(1,500 千 m3以上)に調達する必要がある。これらの材料は土取場を主体と

して調達することから、山から海方面へ一般道を利用して運搬することに

なるが、各工事が単独で対応すると、土取場の集中や一般交通への影響が

懸念される。このため、これらの運搬車輛の動向を調査・整理・解析して

課題の抽出を図り、一般交通への負荷軽減のための対策を図ったので、そ

の事例を報告する。 

２．問題点把握のための調査 

工事は約 60 箇所に分かれており、また、土取場は約 40 箇所ある。施工

業者がそれぞれ独自に調達先を決めているが、運搬車輛の輻輳による課題

については考えていないため、全工事の運搬ルート、台数、運搬時期等の

とりまとめが必要である。そこで、各工事に対して土砂運搬車輛に関する

調査を行い、全体を統括した場合の課題を抽出することとした。なお、調査項目は、以下の通りである。 

1)材料別の土取場位置  2)週毎の予定運搬車輛台数(実台数、運搬回数)  3)予定運搬ルート 

３．調査結果の整理と課題の抽出 

調査結果を基に工区別の運搬車輛台数の状況、土取場

の利用状況、運搬経路の集中状況を整理した。なお、一

般交通への負荷の影響度合いを評価するため、運搬経路

の主要な箇所(17 地点)で交通量調査を行い、その結果を

基に交通量解析を実施し、渋滞の発生が懸念される箇所

を抽出した。これより、以下の課題が分かった。 

1)特定の土取場に集中していること(1,000 延台/日程

度の箇所有り) 

2)断面交通量として 600～1,000 延台/日の増加が見込まれ、混雑が予想される交差点があること。 
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図２ 混雑度超過地点の整理(例) 

表１ 土取場別運搬車輛延台数の整理 

日当り延べ台数(台/日)

土取場名 6月 7月 8月 9月 10月

4-9 11-16 18-23 25-30 2-7 9-14 17-21 23-28 30-4 6-11 13-18 20-25 27-1 3-8 10-15 17-22 24-29 1-6 8-13 15-20 22-27 29-2

土取場Ａ 108 108 114 36 60 60 120 120 120 84 36 36 48 0 48 48 0 0 60 60 60 60

土取場Ｂ 175 254 602 758 746 671 649 859 987 975 406 956 839 763 755 608 474 398 410 440 482 344

土取場Ｃ 0 7 7 7 7 0 0 0 7 7 7 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土取場Ｄ 0 0 90 180 180 150 206 146 146 146 56 104 104 104 48 48 48 138 138 48 48 48

土取場Ｅ 258 221 237 267 328 266 203 125 233 124 148 226 208 247 217 241 231 171 216 167 167 151

土取場Ｆ 148 208 208 176 116 116 60 60 60 60 60 60 60 60 0 0 0 0 0 0 0 0

土取場Ｇ 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0 56 0 0 0 0 0 35 35 35 66

土取場Ｈ 80 0 0 35 50 85 50 85 50 85 50 60 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

土取場Ｉ 0 0 0 35 0 35 0 35 0 35 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土取場Ｊ 0 50 145 215 168 168 148 198 208 158 163 147 132 156 100 100 125 153 163 151 151 211

土取場Ｋ 105 123 123 90 90 100 100 130 130 125 125 90 125 135 135 160 125 35 40 10 10 5

土取場Ｌ 224 234 130 140 120 120 120 120 120 120 120 120 90 264 264 105 105 5 30 30 30 20

土取場Ｍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 60 60 60 60 60 60 60

土取場Ｎ 226 226 146 20 20 5 5 0 0 0 0 135 135 135 135 135 175 175 215 215 215 80

土取場Ｏ 0 0 0 0 0 10 10 15 15 0 0 0 0 10 10 10 10 10 10 25 25 25

土取場Ｐ 0 0 0 0 0 60 60 50 50 30 0 60 60 30 30 42 42 42 42 42 42 42

土取場Ｑ 0 0 0 0 24 24 24 24 24 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

*1)赤字は最大台数を示す。

*2)着色セルは、500延台/日以上であることを示す。

図１ 工事箇所と運搬ルート 



４．対応策について 

前述の課題に加え、他の復旧事業も本格稼働すると、更に一般交通への影響が大きくなることが懸念され

た。ただし、他事業の影響を考慮して対応策を計画することは、情報量の制約などのために、正確な評価は

困難である。このため、当該事業で自主的に実施可能な方策を施すものとした(表２参照)。 

表２ 対策の考え方及び当事業での対応策 

対策の考え方 当該事業での対応 

1)運搬車輛の集中の緩和 ・高速道路を利用することによる一般道への負荷軽減 

・工程調整による搬入時期の分散 

2)運搬土量の減少 ・津波堆積土活用 

また、土取場の集中や一般交通の混雑状況という情報を施工業者にフィードバックすることで、施工業者

側の自主的な努力により特定の土取場への集中緩和を促した。 

５．モニタリング 

工事工程や周辺環境条件などの変化で、運搬状況は頻繁に変化するため、上記対策後においても、運搬車

輛の集中状況の確認や、新たな問題点の抽出を実施する必要がある。このため、毎週実施している施工に関

する週間工程会議の資料を基に、運搬車輛の実際の状況や短期予定(１週間先)を把握することで、主に下記

情報の整理を行っている。また、月末を目途に、過去の推移の整理も行っている。これらの情報は、毎週、

発注者及び施工業者へ情報提供を行っており、施工管理の一助になっている。 

1)工区別及び土取場毎の運搬台数(日延台数、日実台数)(実績１週間＋予定１週間) 

2)運搬ルート毎の運搬車輛台数整理   3)土取場の利用状況など 
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図 5 全工区の運搬車輛の日当り実績延べ台数の推移 

６．今後の予定 

今後は、対応策実施前と比較することで、本対応策の効果を検証する予定である。 

図３ 週間予定台数の整理(例) 図４ 運搬ルート別延台数の整理(例) 

(単位：延台/日)

●：小学校・中学校
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